
資料３－１

法人に対する「指示」内容

基本的な目標 （法人の設立目的を明確化）

第１ 中期目標の期間及び教育研究上の基本組織

1 中期目標の期間 平成25年4月1日から平成31年3月31日（6年間）

第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標

1 教 育

（１） 教育の成果 ○教育重視。各教育の課程や卒業後の進路に係るよ
り具体的な目標の設定とその達成

（２） 教育の内容等

ア 学生の受入 ○入学者受入方針に沿った学生の確保

イ 教育課程 ○効率的、効果的で特色ある教育課程の研究・改善

ウ 教育方法 ○単位及び学位の通用性を高める学習指導方法の導
入等

（３） 教育の実施体制

ア 教職員の配置等 ○適切な教職員配置等

イ 教育活動の質の改善 ○教員の授業内容等の改善に資する研究、研修の組
織的実施

２ 学生への支援 ○学生の学習や生活、就職等に係る支援体制の強化
と支援内容の充実

３ 研 究

○調査研究への積極的取組

○研究対象の重点化に資する学内研究体制の整備

○研究評価の実施体制の整備

４ 社会貢献 ○社会貢献事業の展開

５ 国際交流 ○提携校との交流の促進等

区 分

中期目標（素案）の骨格

（３）研究活動の評価及び評価結果
を研究の質の向上に結びつける体制
の整備

（１）研究水準及び研究の成果等

（２）研究実施体制の整備
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資料３－１

法人に対する「指示」内容区 分

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標
１ 運営体制の改善 ○人員や予算などの学内資源を効率的に配分するた

めの運営体制の確立

２ 教育研究組織 ○教育研究組織の適切な見直し

３ 人事の適正化 ○適正な人事管理、組織的な教職員の能力開発

４ 事務等の効率化・合理化 ○効率的かつ合理的な事務処理を行うための事務処
理の簡素化、事務組織および業務等の見直し

第４ 財務内容の改善に関する目標
１ 外部研究資金その他自己収入の確保 ○経営の安定化を図るため、外部資金の獲得の強化

など、法人の創意工夫による独自財源の確保

２ 経費の効率化 ○弾力的で効果的な予算を執行
○徹底した事務の効率化・合理化による経費の節減

３ 資産の運用管理 ○資産の状況について把握・分析した、効果的な活
用

第５ 自己点検、評価及び当該情報の提供に関する目標

○多様な手法を取り入れた評価の仕組の整備

○大学に関する情報の積極的な公表等

第６ その他業務運営に関する重要事項に関する目標
１ 施設設備の整備、活用 ○教育環境に係る施設等の機能保全・維持管理の計

画的な実施
○施設設備の有効かつ効果的な活用

２ 安全管理 ○緊急時のリスク管理のための体制整備

３ 人権擁護・法令遵守 ○ハラスメント（セクシャル・ハラスメント、アカ
デミック・ハラスメント、パワー・ハラスメント
等）を防止する取組みの推進等

１ 評価の充実

２ 情報公開等の推進
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